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rDSM-IV-TR 精神疾患の診断・統計マニュアルJ (アメリカ精神医学会 (APA) , 2000 高橋・大野・























前出の DSM-IV-TR がアメリカ精神医学会 (APA) から診断基準として出されている「精神疾患の
診断・統計マニュアル (DSM) J の最新版であるが，このなかで，注意欠陥/多動性障害は，診断カテ
ゴリー「通常，幼児期，小児期，または青年期に初めて診断される障害」の「注意欠陥および破壊的行
動障害」として分類されている。不注意，多動性，衝動性がおもな症状として列記されているが，不注





まく説明できないこともあげられている。また， WHO から出されている ICD-10 (WHO , 1992，融・



















注意欠陥/多動性障害の子どもは失敗しがちであると指摘している (Zentall ， 1993, 2005) 。選択的注
意課題とは，何が大事か， どこが大事かに注意を払う課題であり，一方，持続的注意課題は，ある一定
のパフォーマンスを得るために繰り返しの練習を必要とする課題である。本研究では この Zentall の
考え方に基づき，注意欠陥/多動性障害の子どもに，どのように漢字の書字を支援したらよいか検討し
ている。
第 2 章 注意欠陥/多動性障害の子どもにみられる書字学習の困難
第 2 章では，漢字の書字学習とはどのような内容を含んでいるのか，また 注意欠陥/多動性障害の
子どもは日頃，学校教育の中で何を学ぶよう要求されているのかを明らかにするために， r小学校学習





第 3 章 構成見本合わせ課題による書字指導の理論的背景








択が正しい順序で行われることという 2 つの条件が要求される。この方法は Mackay & Sidman (1984) 
により報告されたもので，精神遅滞の成人に「口頭での読み (oral reading) J を指導するためにアナグ
ラムネーミングを実施したことに始まる。この研究を発展させることにより， r書く」活動を含まない
構成見本合わせ課題が「書き」に効果をもたらしたという研究が 1990年初期から報告され始めた。
なお，書字については「文字を書く J r文章を書く」 さらにアルファベットの組み合わせとしての


















第 5 章 書字指導に対する教師の考え方に関する調査













の書字の困難さと 第 5 章で明らかになった教師が学習すべき大切な内容と考えている項目とが一致し
ていることから，注意欠陥/多動性障害の子どもの漢字の書字学習を阻害する要因と考えられるかもし
れないことが考察された。
第 6 章 注意欠陥/多動性障害の子どもの書字行動の特徴に関する研究
第 6 章は， 6 つの小学校で調査した注意欠陥/多動性障害の評価スケールによる傾向の評価，児童が





4 名の書字について評価することにより 注意欠陥/多動性障害の子ども達は，第 5 章の研究 1 で明ら
かとなった小学校教諭の要求水準が高い「画の長さ J r画の方向J r書き順J r画のつき方・交わり方J r と















して報告する。 1 名の参加者に，漢字を「かんむり J 1あし」の上下に分けて書字を指導した事例(研
究 3). 4 名の参加者に漢字を「へんJ 1っくり」の左右に分けて書字を指導した事例(研究 4) .小学
校 1. 2 年生で学ぶ漢字で，その後に学習する漢字の部首となるような基本的な漢字が書けない参加者
l 名にステップを組んで指導した事例(研究 5 )の指導経過と結果を述べる。いずれの参加者も，現在，
あるいは幼少時に注意欠陥/多動性障害の診断を受けた児童生徒であった。


















研究 1 の結果から 小学校の教員は 中・高等学校の教員に比べ 「書き順」の必要性について
有意に要求水準が高い回答であったゆく0.05) 。通常の学級に在籍する小学 5. 6 年生を対象とし
た研究 2 では，漢字学習に対する感じ方として「書き }II買」を覚えるのが一番めんどうであると回答
している (ρ<0.01)。
また，研究 l の調査では約17%の教員が，すべての項目について 14 :基本的にはできるように
学習しておく必要がある J. 15 :絶対にできる必要がある」と考えていること，そのうち，すべて





このような現職教師と 5 ， 6 年生の児童の感じ方や考え方の食い違いは，その多くが通常の学級
で学んで、いる注意欠陥/多動性障害の子ども達にも大きな影響を及ぼすと考えられる。注意欠陥/
多動性障害の子どもが困難さを感じているのは，書き JI/買だけでない。教師の要求水準の高い「画の













の理由として， Zentall (1993 , 2005) が指摘したように，注意欠陥/多動性障害の子どもが学習
に困難を感じている理由を構成見本合わせ課題は解決しているからだと考えられる。例えば，高頻
度の強化により反復やリハーサルが実施されることがあげられる。また 研究 4 の結果から明らか
なように，参加者にとっては，漢字を繰り返して練習するよりも構成見本合わせ課題のほうが漢字




































































とが、行動分析学的検討から確認された(研究 3 .研究 4 ・研究 5 )。さらに、従来のような心理的不
快感をもたらさないように慎重に配慮された自尊心測定方法(研究 6 )を用いて、構成見本合わせ課題
による教育方法が直接の学習効果を持つだけでなく、二次的に注意欠陥/多動性障害の子どもの自尊心
改善の効果を持つことも確認された(研究 7)。第 9 章では、これらの研究結果をもとに、注意欠陥/
多動性障害の子どもにとっての漢字学習の意味、効果的な指導方法等の問題が総合的に考察された。
以上のように、一連の研究は、子どもの漢字学習にとって実践的な意義を持つ新たな知見のみならず、
注意欠陥/多動性障害という障害の本質についても大きな示唆を与える知見をもたらし、この分野の研
究の発展に大きく貢献すると考えられる。よって、本論文の提出者は博士(文学)の学位を授与される
に十分な資格を有するものと認められる。
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